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当社網と直接接続事業者網間で使用するインタフェース仕様は次のとおりとします。 

 

インタフェース種別 利用するＩＰ インタフェース仕様 

ＩＰｖ６ 本ＮＮＩ仕様書の「１．１０００ＢＡＳＥ－ＬＸインタ
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[参照規格一覧] 

JIS C5973 (F04 形単心光ファイバコネクタ 1998.5.20）  

JIS C6835 (石英系シングルモード光ファイバ素線 1991）  

IETF RFC791（Internet Protocol 1981.9） 
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より行う。このとき、ＩＥＴＦ ＲＦＣ２８６５、ＩＥＴＦ ＲＦＣ２８６６、ＩＥＴＦ ＲＦＣ３５７６およびＩＥ

ＴＦ ＲＦＣ４８１８の中で記述されているＲＡＤＩＵＳサーバおよびＲＡＤＩＵＳ課金サーバは接続事業者の認
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する。 

 

 

 

 

 

 

 

フィールド名 ﾌｨｰﾙﾄﾞ長(octet) 値 

Code コード １ ５ 





 11

 

２．３． ネットワーク層（レイヤ３）仕様 

２．３．１ ＩＰ 

  IPv4 IETF RFC791 準拠（ＲＡＤＩＵＳメッセージのネットワーク層として利用する） 

IPv6 IETF RFC2460 準拠（マルチキャストアドレスは、リンクローカルスコープを除き、サポートしない） 

 

２．３．２ ＩＣＭＰ 

ICMPv4 IETF RFC792 準拠 

ICMPv6 IETF RFC2463 準拠 

 

２．３．３ ルーティング方式 

２．４．３項に規定するダイナミックルーティング  

 

２．４． 上位層（レイヤ４以上）仕様 

２．４．１ 制御情報交換方式 

当社のＩＰ通信網終端装置と接続事業者の認証サーバ間の制御情報交換はＩＥＴＦ ＲＦＣ２８６５、ＩＥＴＦ 
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（３）セッション解除成功時のシーケンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）セッション解除失敗時のシーケンス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．４．１．２ パケットフォーマット 

当社のＩＰ通信網終端装置と接続事業者の認証サーバ間で用いる制御情報パケットのフォーマットを以下に示 

す。 
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（１）アクセス要求（Access-Request） 

  エンド・ユーザの接続事業者網への接続の可否を決定するために使われる情報を、当社のＩＰ通信網終端装置か






